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草 木 染
水 木 省 三
物 を 染 め た り 、 彩 色 し た り す る こ と は 古 く か ら
あ り ま し た 。 合 成 染 料 が 出 来 る ま で (1 856 年 江
戸 時 代 後 期 ） 、 染 め る 材 料 と し て 、 天 然 物 （ 顔 料 、
梢 物 、 動 物 ） を 利 用 し て い た よ う で す 。
我 国 で は 、 19 牡 p ( 大 正 3 年 ） に 、 染 料 の 国 産
化 が 始 ま り ま す 。 そ れ 以 前 は 、 や は り 天 然 物 を 染
な し ） ・ 刈 安 ・ き は だ ・ は リ の 木 ・ ＜ ぬ ぎ ・ す
お う ・ 桑  ・ つ き ぐ さ （ つ ゆ く さ ）
奎 竺 上 類 似 の 色 索 を も つ （ 植 物 と 動 物 ）
栖 物 ／ 祀 、 イ ン ド あ か ね 、 す お う 、 )(IJ 安 く ぬ ぎ
動 物 ／ チ リ ア ン バ ー プ ル 、 コ チ ニ ー ル 、 ロ ッ グ ウ ッ ド
カ テ キ ュ ー
料 と し て 利 用 し て い ま し た 。 ペ に ば な
昔 か ら 染 色 に 利 用 し て き た 物 例 は 、 種 々 の 査 料
か ら あ る 程 度 推 察 さ れ ま す が 、 ど の よ う に 使 い 、
ど の よ う に 布 や 糸 を 染 め た か （ 染 色 法 ） 、 全 く 不 明
で あ る と 言 っ て い い よ う で す 。
そ の 原 因 は 現 代 の よ う に 科 学 的 操 作 法 が 確 立 さ
れ て い な か っ た こ と と 、 大 部 分 が 職 人 （ 専 門 家 ）
の 経 験 に 任 せ ら れ た こ と r も よ り ま す 。
古 代 で は 、 延 喜 式 「 品 玉 柑 式 ＝ 雑 染 用 度 」 (90
年 頃 ） に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 染 色 は 役 所 で 行
わ れ て い ま し た 。 時 代 が 下 が る と と も に 、 職 座 等
で 保 護 さ れ た 民 間 の 染 屋 に 移 り ま し た が 、 そ の 手
法 は 、 そ こ で も 秘 密 に さ れ ま し た 。
草 木 染 手 法 は 、 江 戸 時 代 に ほ ぼ 完 成 さ れ ま し た
が、 一 子 相 伝 の 秘 密 に さ れ 、 藍 屋 が 昭 和 初 期 ま で
存 在 し た 以 外 、 古 代 染 は 全 く 絶 え ま し た 。 こ の
人 人 亀状 態 で は 、 古 事 記 、 延 喜 式 、 源 氏 物 語 、 各 風 土 記
本 苑 和 名 、 本 卒 綱 目 、 染 物 早 指 南 、 和 淡 三 才 図 会
等 で 古 代 染 を 知 る 以 外 に 、 手 立 て が あ り ま せ ん 。
こ れ ら の 少 な い 手 が か り の 中 か ら 現 在 の 草 木 染 が
発 展 し て お り ま す 。
天 然 染 料 に よ る 染 色 は 、 美 し く 盟 か な 色 合 い を
兄 せ ま す が 、 動 物 染 、 植 物 染 、 顧 料 染 の う ち 、 こ
こ で は 植 物 染 （ 草 木 染 ） に つ い て 咽 き ま す 。 動 物
染 も 植 物 染 と 全 く 同 様 で す か ら 植 物 染 で 動 物 染 も
理 解 さ れ ま す 。 例 え ば 植 物 の 藍 染 と 、 動 物 の チ リ
ア ン パ ー プ ル （ 貝 類 ） 染 は 、 類 似 の 色 索 を 持 ち 、
后 l じ よ う に 発 色 し ま す 。
奎 立 上 古 代 に 利 用 さ れ た と 思 わ れ る 植 物
延 喜 式 「 縫 殿 寮 雑 染 用 度 」 に 兄 ら れ る 染 料 草
は ぜ ・ す お う ・ 紫 卒 ・ 紅 花 ・ 支 子 （ く ち な し ）
茜 （ あ か ね ） ・ つ る ば み ・ 刈 安 ． 鉦  ． き わ だ
奎 万 葉 集 に 見 ら れ る 染 料 草
茜 （ あ か ね ） ・ 紅 花 ・ 紫 平 ・ 藍  ・ 支 子 （ く ち
我 国 で は 、 縄 文 中 期 (BC 30 ~  BC 20 年 ） こ の
時 期 に 、 西 域 の 染 色 文 化 を 身 に つ け た 北 中 国 系
（ 匈 奴 系 ） の 騎 馬 民 族 が 多 数 、 日 本 の 西 部 に 移 住 し
ま し た 。 こ の 時 、 紅 花 ・ 茜 草 ・ 藍 草 の 種 子 と 染 色
技 術 を 持 ち 込 ん だ の が 敢 初 と も 言 わ れ て お り ま す 。
＊ 縄 文 後 期 (BC ZO- BC 10 年 ） に 染 料 植 物 、 繊
維 植 物 の か じ の き ・ ま お ・ 大 麻 と 色 織 布 が 渡 米
し て い ま す 。
●  "  ＊ 最 初 2 年 (238 年 ） 染 色 さ れ た 縞 ・ 斑 布 ・ 絣 の 織
物 や 紅 花 が 呉 の 織 縫 エ と と も に 渡 来 し て い ま す 。
〔 魏 志 倭 人 伝 ・ 古 事 記 ）
＊ 和 銅 5 年 (712 年 ） ア タ ネ （ 茜 か 藍 ） ・ タ イ セ イ
（ 松 藍 ） ＝ セ タ ア タ ネ の 記 載 が あ り ま す 。
〔 古 事 記 ）
＊ 推 古 朝 (583-628 年 ） に 衣 服 の 染 色 が 身 分 制 r
現 れ た 最 初 で 、 冠 位 （ 朝 廷 の 役 人 階 級 ） 12 階 ;e
り ま し た 。 こ の こ と か ら 、 紫 胄 赤 黄 白 黒 の 染 色
法 が 知 ら れ て い た こ と が わ か り ま す 。
冠 位 服 色 染 材
I. 大 徳 2. 小 徳 紫 紫 1;,:
3 .  大 仁 4  .  小 仁 廿 .li!i J,'i. 
5 .  大 礼 6 .  小 礼 i) j, l財 i!f. 、 す お う
7 .  大 信 8 .  小 伯 餃 き わ だ 、 く ち な し 、 刈 安
9. 大 汲 10 .  小 義 (-1  
11. 12 .  小ゃ，＇ 黒 タ ン ニ ン 質 （ 混 染 ）
ま た 、 万 築 謀 か ら 染 材 や 染 法 の 推 測 が で き ま す 。
「 紫 は 灰 さ す も の ぞ つ ば い ち の 八 卜 の ち ま た
に 逢 い し 児 や 誰 」
紫 染 に 灰 汁 を JTJ い た こ と を ポ し ま す 。
「 紅 の 八 塩 の 衣 朝 な 朝 な 馴 れ は す れ ど も い や め
3  
ず ら し く も 」 何 阿 で も 染 め 重  ね  な い  と 退 色 が は げ
し い こ と を 示 し ま す 。
古  米 の 染  は 、 有 織 染 と い っ て 、 染 ！ 品 は 、 特 殊 な
慈 識 と 椛 威 を 持 っ て い た よ う で 、 そ れ は 高 度 な 技
術 と 多 く の T 程 を 必 要 と し た た め と 、 思 わ れ ま す 。
江 戸 時 代 に な る と 、 J.. 1/- 業 に 分 か れ 専 門 家 が 誕 生
し て い ま す 。
専 業 染 屋
①  紅 1釜 紅 花 染 め
②  紫 樫 紫 根 染 め
③  糸 Ii 屋 、 益 胎  、 県 染 届 、 茶 染 届 ．藍 染 め
そ の 池、 糸 It 灰 應  石 灰 應 … … … 媒 染 剤
・  ー ・糸 麟 、 織 地 物 品  没 染 屋 、 引 暉 、 麻 地 屋  、
木 綿 ／ 歪 な ど 、 数 多 く の 専 業 家 が 存 在 し て い ま す 。
以 ,-. の よ う に 昔 か  ら 、 1れ 木 染 は 行 わ れ て い ま す
が 、 そ の 染 色 法 の 解 11)1 は 現 在 で も 大 変 困 難 で す 。
富 山 の 草 木 染
応 11 渫 で は い つ 頃 か ら 、 ど の よ  う に 草 木 染 が 発
展 し て 来  た  か  は 、 阻 釦 ど 知 ら れ て い ま せ ん 。  延 喜  式
万 莱 集 な ど で 漠 然 と 推 論 す  る  し か  な い と 思 い  ま す。
い く つ か の 記 録 を 参 考 に 載 せ て お き  ま す 。
927 年  （延 長 5 年） 延 ＃ 式 （ 含 駅 役 令 ）
巾 男 作 物 と し て 紅 It 、 肉 を 栽 培 し 中 央 の 役 所 に 頁 納 し て
しヽ t.: .
12 117 年 （ 宝 治 元 年 3 !'I 1 1 11 )  菜 貿 記 に ぶ 都 ti ,及 神 社 の 祭
礼 J!1 の 召 物 を 越 中 よ り 湖 進 し た ,,,に 、 り出 柑 イ ti・IX: と 入 っ
て い た 。
15 ,1 年 (-;N 文 23 年 tl:! 128 11 )
紺 柑 駿 補 佐 状  が  出 さ れ て い る 等 ( L: 沿 i,11 屋 文 内 ）
750 年 頃 r 雄 神 /I I く れ な い に は ふ を と め ら し あ し つ  き
採 る と 瀬 に 立 た す ら し 」．  草 木 染 の 染 め 方 に よ る 分 類
苧 木 染 は 、 そ の 生 命 の 色 、 大 自 然 の 色 を 折 々 に
色 調 盟 か に 示 し ま す 。 こ の よ う に 、 生 き 物 の 呼 吸
を 感 じ る 美 し さ の 卒 木 染 は 、 何 千 年 も の 長 い 年 月
に わ た り 、 名 も な い 人 間 が 、 知  恵 と 手 仕 事 に よ っ
て 生 産 し た 祁 い も の で す 。 名 品 と し て 残 っ て い る
も の が 少 な い が 、 明 治 以 後 、 近 代 文 明 が 急 速 に 発
展 す る ま で 、 広 く 行 わ れ  て い ま し た 。
ど の よ  う に 行 わ れ て い た か 、 現 代 (I勺 手 法 を 入 れ
な が  ら 説 明 し 、 参 考 に 供 し ま す 。
I  .  天 然 物 を そ の ま ま 摺 り 付 け
花 摺 法 ー ツ キ ク サ ・ ハ ヂ ・ カ キ ッ パ タ
土 摺 法 一 紅 殻 ・ 黄 土  ・ 鉱 物 類
古 代 の 自 然 染 （ 富 山 県 史 民 俗 編 参 照 ）
色 染 材 染 色 法 火 施 L た 地 ） ］
柑 色 つ ゆ 1;, 孜 つ め て 糾 1剖 町 i/'( 11 1、 心 i岡 市 手 洗
染 め る ＂ 町 JI 沢絃 色 細 か や の  総 新 牙 の 如 I Ji. ケ Iii 、 屈 光 町 ，t.111
染 め る
紫! .¥ !.I. I V .  の if - 福 光 町 l:111
11 1ぷ ど う の 1),: 八 尾 町 仁 歩 , k ll 谷
.. 'll . さ つ ま 平 の 虻 八 尾 町 仁 歩 . J.: 北 谷
栄 の I父 ii し と 介 わ せ て 魚 律 市 池 谷
鼠 色 あ け び の  皮 孜 汁 福 岡 町 沢 川 . ,:lil l¥J 市 手 洗
!f 
き び の 皮  孜 汁 li .  ケ 111. Jt-i 皮 町 咲 i傾 兄
茶 色 か I) や す 依 it ・ 朝 ll 町 宮 心
く る み 孜 l"f ・ 婦 , ,,
谷、 J f 積
鉄 色 菜 の 皮 烈 汁 摂 部 iii. Ji ケ II.I
う る し 色 ILL う る し の 巣 li, il 大 山 町 小 坂 .w 波 町 粽 瀬
.ll. 、 福 光 町 1: 11
あ か ね 色 あ か ね の 恨 孜 汁 Jt-1 皮 町 院 瀬 兄
貨 色 き わ I.! !'!:ii ・  1i. ケ II 、1
か り や す 炊 汁 と と ぷ i-1 ・ 福 光 町 土 tlt
ひ さ か き の 火 福 光 町 上 ILL
タ ラ の 実 上 市 町 " ,_ ., イ 山 藍 一 陛 下 の 御 即 位 の 大 礼 に 召 さ れ る 小 忌
表 に そ の 風 習 が 残 り ま す 。 （ 胄 摺 衣 ）
ロ ツ キ グ サ ー ツ ユ ク サ （ ホ タ ル ソ ウ ・ 胄 花 ）
こ の 花 の 青 い 色 索 （ 青 花 紙 ） 友 禅 絞
り の 下 絵 を か く の に 利 用 し ま す 。
2  .  天 然 物 の 絞 り 汁 を 使 用 … … 浸 染 の は じ ま り
植 物 染 料 一 紅 花
動 物 染 料 ニ チ リ ア ン パ ー プ ル （ 古 代 紫 貝 紫 ）
ム レ ッ ク ス 属 の 巻 貝 （ プ ル プ ラ ）
為 蔽 の 暴 汁 （ セ ビ ア ． 茶 ）
3 .  動  ・ 植 物 の 乾 燥 貯 蔵 （ そ の ま ま 色 索 成 分 と し
て 使 用 ）
植 物 の 花 や 実 に 含 ま れ る 色 索 （ ア ン ト シ ア ン ）
は 、 黄 、 赤 、 青 紫 と 美 し い が 、 多 く は 分 解 し や
す く 、 染 め る に は 不 適 で す 。
植 物 一  根 う こ ん あ か ね 紫 根
刈 安
＿ 一  花 紅 花
動 物 コ チ ニ ー ル ケ ル メ ス
鉱 物 紅 殻 賀 土  朱
4  .  植 物 を 栽 培 し 利 用
藍 、 紅 花
5. 色 索 を 分 離 桔 製 し 利 用
(1 )  色 索 成 分 を 煎 出 し て 使 用
a  抽 出 液 を そ の ま ま 使 用
” ~ 
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b  煮 詰 め て エ キ ス と し て 貯 蔵 し 使 用
(2) 薬 剤 に よ り 抽 出 し て 使 用
石 灰 ・ 等
の 酸 、 ア ル カ リ 、 ア ル コ ー ル を 利 用
a  酸 に よ っ て 水 に 溶 け や す い 色 索 に し て 使
用  ： 茜
b  ア ル コ ー ル に て 溶 出 使 用 ： 紫 根 （ 熱 湯 で
(3) 
似 て い ま す 。
微 生 物 利 用 … … 藍 、 ロ ッ グ ウ ッ ド
a  藍 、 木 藍 、 イ ン ド 藍 、 ウ ォ ー ド 、 大 背 、
た で 藍
イ ン ジ ゴ イ ド を 含 ん だ 植 物 を 積 み 重 ね て
発 酵 さ せ る と 藍 色 に な り ま す 。 こ れ を ア ル
カ リ （ 石 灰 液 ） に 入 れ ふ す ま を 混 ぜ て 遠 元
発 酵 さ せ ま す と 、 可 浴 の 白 藍 に な り ま す 。
白 藍 で 染 色 し 、 空 気 中 に さ ら し て 酸 化 発 色
さ せ 不 溶 性 の 藍 と し て 使 用 し ま す 。
b  ロ ッ ク ウ ッ ド
メ キ シ コ 原 産 の ロ ッ ク ウ ッ ド と い う 、 マ
メ 科 の 木 を 細 分 し 、 発 酵 さ せ 煮 出 し て 、 色
素 （ ヘ マ ト キ シ リ ン ） を 分 解 し ま す 。
煮 詰 め て ロ ッ グ ウ ッ ド エ キ ス
ヘ マ チ ン ク リ ス タ ル
合 成 染 料 と の 対 比 に よ る 分 類
1  .  直 接 染 料 ー 天 然 物 か ら 可 溶 性 色 索 成 分 を 抽 出
し 、 そ の 液 中 に 繊 維 を 浸 し 助 剤 （ 酢 な ど ） を 加
え る 程 度 で 染 ま る も の 。
(1) 黄 速 染 、 き わ だ 染 、 う こ ん 染 、 く ち な し 染
の 染 料 袖 出 法
比 較 的 柔 ら か い 材 料 が 多 い の で 、 水 か ら 抽
出 し 始 め 、 1 時 間 程 で 、 染 液 を 取 り ま す 。
(2 )  紅 花 染 の 染 料 抽 出 法
炭 酸 ソ ー ダ で 色 素 を 抽 出 し 、 酢 酸 で 安 定 な
染 液 と し ま す 。附甘 ＿ミ喜• 水 分 子 .,: .... … ・ 分 閏 カ イ オ ン “ 會
2 .  建 染 染 料 （ 還 元 染 法 ）
動  ・ 植 物 体 内 の 不 溶 性 色 素 を 遠 元 溶 解 し た 形
で 染 液 を 調 製 し 、 染 色 後 、 空 気 内 の 酸 索 か 水 中
の 酸 索 に よ り 酸 化 発 色 さ せ ま す 。
藍 染 （ す く も に よ る ） は 植 物 性 染 料 中 、 唯 一
の ア ル カ リ 染 料
(1) 発 酵 法 ア ル カ リ 剤 ・ ・木 灰 、 石 灰
(2 ) 逗 元 法
遠 元 剤 ・ … … 亜 鉛 末
ハ イ ド ロ サ ル フ ァ イ ト
→ ：  
3 .  媒 染 染 料
:  冒 鳳
(1) 
全 、 金 属 を 吸 着 さ せ 、 繊 維 力 で 不 浴 化 し た の
ち 、 繊 維 内 で 金 属 と 染 料 を 結 合 さ せ て 発 色 さ
せ ま す 。
(2 )  染 料 自 身 が 繊 維 に 染 め 着 く 力 を も つ 場 合 、
染 料 を 繊 維 に 吸 粒 さ せ た の ち 、 可 溶 性 金 属 で
処 理 し 、 繊 維 内 で 発 色 さ せ ま す 。
▽  染 料 抽 出 法
温 度 を あ ま り 加 え ず 煎 汁 を 取 る （ 紫 根 、 茜 ）
以 外 は 沸 点 ま で 抽 出 温 度 を 上 げ 染 液 を 抽 出 し
ま す 。 ．
▽  発 色 剤 （ 媒 染 剤 ）
誓 壻 。竺 暑 ：；：. ｀  ｀定：言 い I 批: ¥'  ●  
代 表 的 な 色 の 染 め 方
1  .  紅 花 染 め （ 直 接 染 色 ）
花 弁 は 開 花 初 期 賀 色 で 、 次 第 に 赤 色 と な り 、
黄 色 と 赤 色 に 染 め る こ と が 出 来 ま す 。
(1) 黄 色 索 の 抽 出 と 染 色
花 弁 を 水 に 浸 し 、 水 溶 性 の 黄 色 色 索 を し ぽ
り 出 す 。 水 に 賀 色 が つ か な く な る ま で 繰 り 返
し ま す 。
a  し ぽ り 出 し た 黄 色 色 索 液 に ク エ ン 酸 を 少
乱 加 え て 熱 し 、 染 め た い 物 を 浸 し 20 分 程 度
煮 染 し ま す 。





間 浸 し ま す 。
C  a 、 b を 紬 り 返 し 、 水 洗 し ま す 。
(2 )  赤 色 索 の 抽 出 と 染 色
a  賀 色 索 を 完 全 に し ぽ り 出 し た 花 弁 を 使 用
b  赤 色 索 の 柚 出
赤 色 索 は ア ル カ リ 性 の 水 に よ く 浴 け ま
す 。 昔 は 灰 汁 で 溶 解 抽 出 し ま し た が 、 現 在
は 炭 酸 カ リ ウ ム ・ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム で 抽 出 し
ま す 。 し か し 、 こ の 色 索 は ア ル カ リ 性 の ま
ま だ と 分 解 す る の で 、 出 来 る だ け 早 く 中 和
し ま す 。
c  酸 で 中 和 す る 。 昔 は 烏 梅 で 中 和 し ま し た
が 、 現 在 は ク エ ン 酸 又 は 酢 酸 を 使 い ま す 。
d  酸 で 中 禾 ll し た 液 に 染 め た い 物 を い れ 室 温
で 染 色 し ま す 。
2 .  茜 染 め （ 媒 染 染 色 ）
(1 )  10 % 明 ば ん 液 （ 媒 染 剤 ） に 布 を 没 し ま す 。
(2 )  水 の 中 に 染 汁 を 入 れ 、 煮 沸 し て 煎 汁 を 取 り
こ れ に 1 の 布 を 浸 し ま す 。
(3 )  (1 )、 (2 ) を 繰 り 返 し 水 洗 し ま す 。 き は だ 、 す
お  う 、 メ lj安 、 た ま ね ぎ 、 う こ ん な ど は 煎 汁 に
布 を 浸 し て か ら 媒 染 材 に 浸 け ま す 。
3 .  藍 、 イ ン ド 藍 に つ い て （ 木 綿 、 麻 に 適 ）
▽ 藍 の 建 て 方
藍 の 色 索 で あ る イ ン ジ ゴ は 、 そ の ま ま で は 水
に 溶 け ま せ ん が 、 ア ル カ リ 性 で 水 溶 性 に な り 、
更 に 還 元 し て 染 料 と し て 使 う こ と が で き ま す 。
（ 藍 を 建 て る ）
建 て 方 ① 微 生 物 の 遠 元 力 を 利 用 す る 方 法
微  生 物
② 薬 品 の 遠 元 力 を 利 用 す る 方 法
亜 鉛 末 ハ イ ド ロ サ ル フ ァ イ ト
イ ン ド 藍 50 g  55-60 ℃ の 温 度 に し
ハ イ ド ロ サ ル フ ァ イ ト 25 g  て 5-10 分 間 罰 き 、 そ
（ イ ン ド 藍 の 約 半 址 ） の 後 1 - 2 時 間 静 附 。
苛 性 ソ ー ダ 12g-15g こ の 上 澄 液 を 貯 蔵 液
（ イ ン ド 藍 の 1 / 3-1 / 4) と し ま す 。
水 l .e, 
① 貯 蔵 原 液 を ハ イ ド ロ サ ル フ ァ イ ト 2g / .e 、 N aOH
lg /.e を 加 え た 液 で う す め 染 液 を つ く り ま す 。
② 被 染 物 を 水 で ぬ ら し 、 絞 っ て か ら 静 か に 浸 し＂ ら暫 く 放 置 し ま す 。
▽  染 め 方
⑩ の 回 数 を 重 ね 濃 染 し ま す 。
④ 水 洗 し 、 乾 燥 さ せ ま す 。
4. 紫 根
紫 草 染 の 色 索 は 70 ℃ 以 上 に な る と 、 黙 変 す る の
で 、 他 の 草 木 染 の よ う に 煎 じ て 染 液 は と れ ま せ ん 。
(1 )  酢 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 液 4g / 1 ~  ! Og / 1 に 20-3 分
間 布 を 浸 し ま す 。
(2) 紫 根 5 kg を 20 Q の エ チ ル セ ロ ゾ ル プ に つ け
ふ た を し 室 温 で 一 夜 骰 き ま す 。
(3 )  テ ト ロ ン 布 で ろ 過 し た 液 を 50~60 ℃ の 温 湯
に し 浸 し ま す 。
(4) (1 )の 布 を 30~60 分 浸 し 染 め ま す 。
(5 )  回 数 を 重 ね 、 濃 く 染 め 、 最 後 に 炭 酸 ナ ト リ
ウ ム 液 に つ け る と 、 青 味 を お ぴ 、 酢 酸 に つ け
る と 赤 味 を お ぴ ま す 。
以 上 代 表 的 な 草 木 染 に つ い て 、 説 明 し ま し た が
そ の 他 の 草 木 染 は 、 l.~4. の 方 法 で 染 め る 液 を 作
成 し 、 染 め る こ と が 出 来 ま す 。
身 近 な 草 木 染
身 近 に あ る 材 料 を 使 っ て 草 木 染 め を す る 場 合 に
つ い て 2 ~ 3 解 説 し て お き ま す 。
A :  カ レ ー 粉 染 め （ う こ ん 染 め ）
カ レ ー 粉 に は 、 う こ ん が 約 30% 近 く 含 ま れ
て い ま す 。 こ の 色 索 は ア ル コ ー ル に よ く 溶 け
る の で 、 ウ イ ス キ ー や 酒 な ど に 一 晩 浸 け て お
き ま す 。 賀 色 の 上 澄 液 を と り 十 倍 以 上 の 水 で
う す め た 後 酢 を 少 し 入 れ ま す 。  こ の 液 に 布 を
没 し 10 分 程 加 熱 し ま す 。 何 回 か 染 め 重 ね し た
後 、 水 洗 し ま す 。
B :  た ま ね ぎ の 皮
た ま ね ぎ の 皮 が ゆ っ た り 浸 る ほ ど 水 を 入 れ
煮 沸 し 煎 汁 を 取 る 。 そ の 液 に 布 を 浸 し た 後 10
分 程 度 煮 て 、 明 ば ん 液 (20~30 g / り に 布 を
浸 す 。 こ の 操 作 を 繰 り 返 し て 濃 く 染 め 、 水 洗
す る 。 身 近 な 植 物 は 殆 ど B の 方 法 で 染 め る こ
と が 出 来 ま す 。
読 ま れ た 機 会 に 、 古 来 か ら の 物 に 1翅 心 を も ち 、
ゆ っ く り 見 て く だ さ い 。
（ み ず き し ょ う ぞ う 福 岡 高 校 ）
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